
第39号
令和３年７月21日
議会だより
かしま

発行／嘉島町議会　編集／議会広報特別委員会　熊本県上益城郡嘉島町上島530　TEL.096-237-1111（代)　FAX.096-237-2359　http://www.town.kashima.kumamoto.jp/

目 次
田植後の補植作業 （撮影者 ： 増岡委員）

会長就任
（全国町村会・上益城郡町村議会議長会）……２

６月定例会 …………………………………２～３

町政のここが聞きたい一般質問（５名）…４～７
一部事務組合議会報告 …………………………７
主な議会活動 ……………………………………８



会長就任・６月定例会

令和３年　第２回

６月定例会
６月２日～４日

　報告５件のほか、条例改正、補正予算など提案された14
件全てを可決しました。また、議員提出議案や追加提案され
た議案２件及び同意案２件についても可決・同意しました。

報　告
○令和２年度 嘉島町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について

・11億８,９０５万６千円を令和３年度に繰越して使用するもの
○令和２年度 嘉島町公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告について

・２億６,２１６万１千円を令和３年度に繰越して使用するもの
○令和２年度 嘉島町簡易水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告について

・２億７,６０１万３千円を令和３年度に繰越して使用するもの
○報告第４号　嘉島町国民保護計画の変更について

・国の「国民の保護に関する基本指針」及び「熊本県国民保護計画」の変更に伴い本計画の一
部を変更するもの

○報告第５号　専決処分の報告について
・公共工事請負契約（下水道管渠築造工事）の請負契約を変更するもの

議案審議　可決した案件
○専決処分の報告並びに承認を求めることについて
　令和３年度 嘉島町一般会計補正予算（第１号）

・町議会議員補欠選挙に伴う費用を専決処分により補正するもの
○専決処分の報告並びに承認を求めることについて
　嘉島町税条例等の一部を改正する条例の制定について

・地方税法の一部を改正する法律等が令和３年３月31日に公布され、４月１日から施行される
ことに伴い、本条例の一部を専決により改正するもの

○専決処分の報告並びに承認を求めることについて
　令和３年度 嘉島町一般会計補正予算（第２号）

・高齢者対象の新型コロナワクチン接種に係る費用を専決処分により補正するもの
　補正額２６,７１７千円

○嘉島町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例の制定について
・固定資産の価格に係る不服審査の手続における利便性の向上をはかるため、本条例の一部を

改正するもの。

全国町村会会長に荒木 泰臣 町長が３選
　７月１日、全国町村会理事会において、任期満了に伴う会長の選挙
が行なわれ、現職の荒木 泰臣 町長が再任されました。

上益城郡町村議会議長会会長に清㟢 輝昭 議長が就任
　５月14日、上益城郡町村議会議長会臨時会において、嘉島町議会 
清㟢 輝昭 議長が会長に選出され、５月17日付で会長に就任されました。
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追加議案　可決した案件
○嘉島町手数料条例の一部を改正する条例の制定について

・マイナンバーカードの発行主体が町から地方公共団体情報システム機構に変更となったこと
に伴い、この条項を廃止するもの

○嘉島町国民健康保険条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例の制定について
・新型コロナウイルス感染症に感染した被用者に対する傷病手当金の支給が、令和３年６月３０

日から令和３年９月３０日まで延長されたことに伴い、本条例の一部を改正するもの

同意案　同意した案件
○固定資産評価審査委員会の委員の選任に付き同意を求めることについて

・渕上 昭六 氏の任期が令和３年６月１１日をもって満了となるため、同氏の再任を求めるもの
（再任：上六嘉）

・杉本　 優 氏の任期が令和３年６月１１日をもって満了となるため、同氏の再任を求めるもの
（再任：上島）

議員提出議案　可決した案件
○嘉島町議会会議規則の一部を改正する規則の制定について

・「標準」町村議会会議規則の一部改正に伴い、欠席等の届出及び請願書の記載事項等に関す
る改正を行うため規則の一部を改正するもの

○嘉島町職員の定数条例の一部を改正する条例の制定について
・住宅地整備による人口増加や県からの権限移譲等による事務量の増加に伴い、適正な定員管

理を図るため本条例の一部を改正するもの。
○天災その他特別の事情がある場合、その被害者に対する国民健康保険の減免に関する条例の一

部を改正する条例の制定について
・新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した被保険者の保険税の減額又は免除の

対象期間を令和４年３月31日まで１年延長するもの
○嘉島町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

・新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少したこと等による保険料の減免の対象期
間を令和４年３月31日まで１年延長するもの

○嘉島町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営等に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例の制定について

○嘉島町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防の
ための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について　

○嘉島町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例の制定について

○嘉島町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介
護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例の制定について　
・上記の４件は、国において、３年毎に介護サービスに係る基準の見直しが行われることに伴

い、本条例の一部を改正するもの
○嘉島町下水道条例の一部を改正する条例の制定について

 ・簡易水道が供用開始することに伴い、本条例の一部を改正するもの
○令和３年度 嘉島町一般会計補正予算（第３号）

・既定の歳入歳出予算の総額に１億２,１４１万４千円を追加し、歳入歳出予算の総額を７５億５,６７５万
　３千円とするもの

○令和３年度 嘉島町介護保険特別会計補正予算（第１号）
・既定の歳入歳出予算の総額に２１万９千円を追加し、歳入歳出予算の総額を８億７,４４８万３千円

とするもの
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園田　義宣議員

問 

文
部
科
学
省
が
公
表
し
た
公
立
学

校
教
職
員
の
人
事
行
政
状
況
調
査

に
よ
れ
ば
、
精
神
疾
患
に
よ
る
病
気
休
職

者
は
３
年
続
け
て
増
加
し
て
お
り
、
わ
い

せ
つ
行
為
等
に
よ
り
懲
戒
処
分
等
を
受
け

た
者
も
依
然
と
し
て
多
い
結
果
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
業
務
量
の
増

加
や
複
雑
化
、
職
場
の
人
間
関
係
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
対
応
等
の

職
務
に
よ
り
、
精
神
的
な
緊
張
や
心
身
の

過
度
な
負
担
に
つ
な
が
る
こ
と
も
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
町
で
は
、
学
校
に
お
け

る
働
き
方
改
革
に
ど
の
よ
う
に
取
組
ん
で

い
る
の
か
。

　
ま
た
、
学
校
の
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え

た
部
活
動
改
革
に
つ
い
て
の
方
向
性
、
具

体
的
方
策
は
あ
る
の
か
。

答� （
教
育
長
）

　　
教
職
員
の
長
時
間
勤
務
が
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
お
り
、
平
成
29
年
12
月
に
中
央

教
育
審
議
会
に
お
い
て
、「
学
校
に
お
け

る
働
き
方
改
革
の
総
合
的
な
方
策
に
つ
い

て
」
の
中
間
ま
と
め
が
な
さ
れ
、
文
部
科

学
省
か
ら
「
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

に
関
す
る
緊
急
対
策
」
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
29
年
９
月
か

ら
タ
イ
ム
カ
ー
ド
に
よ
る
勤
務
時
間
の
適

正
管
理
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
申
し
出

の
あ
っ
た
教
職
員
に
は
医
師
に
よ
る
面
接

指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
定
時
退
勤
日
や
学
校
閉
庁
日
の

設
定
な
ど
に
よ
る
教
職
員
の
意
識
改
革
や

学
校
行
事
や
諸
調
査
の
精
選
、
作
品
募
集

の
集
約
な
ど
、
業
務
内
容
の
削
減
、
及
び

I
C
T
活
用
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え
た
部
活

動
改
革
に
つ
い
て
で
す
。

　
小
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
平
成

30
年
度
か
ら
社
会
体
育
へ
移
行
し
、
適
切

な
運
営
が
な
さ
れ
、
教
職
員
の
負
担
感
も

減
少
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て
は

学
習
指
導
要
領
総
則
に
明
記
さ
れ
て
お
り

学
校
教
育
の
一
環
で
あ
り
、
特
に
、
運
動

部
活
動
の
意
義
と
留
意
点
を
十
分
に
理
解

し
、
指
導
に
当
た
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま

す
。

　
教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
平
成
30

年
６
月
に
「
嘉
島
町
立
中
学
校
に
係
る
部

満田　和浩 議員

▪�

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の

　
取
組
は

働き方改革の取組状況
　県立学校、市町村立学校における働き方改革の取組
状況は以下のとおりです。
　平成30年の調査よりも平成31年の調査では概ね取組
みが進んでいますが、県立学校では、①勤務時間の適
正管理等、市町村立学校では②教職員の意識改革など
取り組んでいる割合が低い項目も見られます。 

市町村立学校
①勤務時間の
　適正管理等

⑤保護者等の
　理解推進

④業務の削減・
効率化

③人材の確保・
活用

②教職員の
　意識改革

69.0%

H30.8
H31.3

52.8%

66.7%66.9%

65.5%

65.4%
60.9% 55.0%

63.2%
67.3%

教職員の時間外在校等時間の状況 
　令和元年度（2019年度）の４月から３月までの１年間の状
況は以下のとおりでした。
　県立学校、市町村立学校ともに、月45時間を超えている教職
員が４割弱、うち月80時間超が１割弱でした。また、県立学校
では、年360時間を超えている教職員が５割を超えている状況
にあります。 

＊上記の割合は時間外在校等時間の毎月の合計を、延べ人数で除して算出。休
憩、自己研鑽等の校務外の時間を除くが、課外、模試、検定等の時間は含む。

＊県立学校の調査対象職員は、校長、副校長、教頭、事務長、主幹教諭、指導
教諭、教諭、講師、養護教諭、事務職員などのすべての常勤の教職員。

＊市町村立学校の調査対象職員は校長、副校長、教頭、事務長、主幹教諭、指
導教諭、教諭、講師、養護教諭、養護助教諭、栄養教諭、学校栄養職員、事
務職員などすべての常勤の教職員。ただし、義務教育学校、特別支援学校及
び熊本市立の学校は除く。

＊時間外在校等時間は教育職員における概念だが、上記表では、この考え方に
よる事務職員等の時間も含めている。 

県立高・中学校

県立特別支援学校

県立学校計

市町村立小学校

市町村立中学校

市町村立学校計

月45時間
以内 月45時間超 うち

月80時間超 
年360時間

以内 

56.7%

81.4%

63.6%

64.9%

51.7%

60.3%

43.2%

18.6%

36.4%

35.1%

48.3%

39.6%

11.4%

1.6%

8.7%

3.3%

13.8%

6.9%

34.6%

72.0%

45.6%

－   

－   

－   

※資料（熊本県の公立学校における働き方改革プランより）

活
動
の
方
針
」
を
改
訂
し
、

中
学
校
に
お
い
て
「
学
校
の

運
動
部
活
動
に
係
る
活
動
方

針
」
が
毎
年
度
策
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
練
習

日
や
練
習
時
間
の
明
確
化
、

部
活
動
休
養
日
の
設
定
。
ま

た
、
休
日
に
引
率
で
き
る
部

活
動
指
導
員
の
活
用
な
ど
、

教
職
員
の
負
担
軽
減
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
休
日
の
運
動

部
活
動
の
段
階
的
な
地
域
移

行
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
実
施

で
き
る
環
境
整
備
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
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園田　義宣議員園田　義宣 議員

▪�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
へ
の

　�

誹
謗
中
傷
を
無
く
す
取
組
み
は

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の

発
生
状
況
は
、
毎
日
、
新
聞
等
で

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
自
治
体
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
は
、感
染
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

や
人
権
に
格
段
の
配
慮
を
す
る
よ
う
に
求

め
て
い
ま
す
が
、
詮
索
や
誹
謗
中
傷
す
る

張
り
紙
な
ど
の
話
を
耳
に
し
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
正
し

い
知
識
を
持
っ
て
い
な
い
と
か
、
終
息
し

な
い
こ
と
を
誰
か
の
せ
い
に
し
た
い
な
ど

が
原
因
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
さ
せ
る

た
め
に
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
の
人
権
を
守
る
宣
言
や
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
の
啓
発
活
動
に
取
組
む
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

答� （
福
祉
課
長
）

　　
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
感
染
へ
の
不
安
や

恐
れ
か
ら
、
感
染
し
た
方
や
そ
の
家
族
等

に
対
す
る
心
無
い
差
別
や
い
じ
め
と
い
っ

た
事
案
が
県
内
に
お
い
て
も
報
告
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
誹
謗
中
傷
は
、
感

染
へ
の
過
剰
な
不
安
か
ら
生
じ
る
こ
と
が

多
い
た
め
、
こ
れ
を
防
止
す
る
に
は
、
国

や
県
・
町
が
発
信
す
る
正
確
な
情
報
に
基

づ
い
て
現
状
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
、

さ
ら
に
は
、
不
安
を
感
じ
た
ら
一
度
立
ち

止
ま
っ
て
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
し
、
相

手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
て
み
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
嘉
島
町
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

な
ど
に
よ
り
、
こ
う
し
た
差
別
や
い
じ
め

の
防
止
に
向
け
た
啓
発
を
行
う
と
共
に
保

健
師
や
社
会
福
祉
士
な
ど
に
よ
る
「
総
合

相
談
窓
口
」
を
設
置
し
、
差
別
的
な
扱
い

を
さ
れ
た
方
へ
の
支
援
に
力
を
注
い
で
い

ま
す
が
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
こ
の
よ
う

な
事
案
の
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
w
i
t
h 
コ
ロ
ナ
」
と
も
言
わ
れ
る

中
で
、
新
し
い
生
活
様
式
の
定
着
を
図
り

つ
つ
、
人
権
啓
発
を
進
め
て
い
く
た
め
に

は
、
引
き
続
き
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
始
ま
り
ま
し

た
が
、
感
染
予
防
に
も
充
分
配
慮
し
な
が

ら
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
６
月
の
広
報
誌
に
お
き
ま
し
て

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
人
権
上
の
配
慮
に
つ
い
て
」
と
い
う
チ

ラ
シ
を
折
り
込
ん
で
お
り
ま
す
。
今
後
に

お
き
ま
し
て
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

な
ど
を
有
効
活
用
し
た
啓
発
活
動
行
い
、

町
民
の
心
の
ケ
ア
に
重
点
を
お
い
た
福
祉

事
業
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

▪
新
た
な
幹
線
道
路
（
都
市
高
速
）

　
の
整
備
実
現
に
向
け
た
取
組
は

春日　堅一 議員

問 

第
６
次
嘉
島
町
総
合
計
画
が
策
定

さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
理
念
や
目
指
す
将
来
像
と
、
そ
れ

を
実
現
す
る
た
め
の
中
長
期
的
な
方
針
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

　
前
期
基
本
計
画
の
都
市
基
盤
の
整
備
に

お
い
て
、
安
全
で
快
適
な
道
路
の
計
画
的

な
整
備
と
公
共
交
通
体
系
の
整
備
を
進
め

る
中
で
、
嘉
島
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
と
熊
本

市
中
心
部
を
結
ぶ
新
た
な
幹
線
道
路
（
都

市
高
速
）
の
整
備
と
あ
る
が
、
実
現
に
向

け
た
今
後
の
取
組
は
。

答
（
町
長
）

　
本
町
で
は
、
令
和
3
年
3
月
に
令
和
12

年
度
ま
で
の
10
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る

第
6
次
嘉
島
町
総
合
計
画
を
策
定
し
、

「
活
力
と
う
る
お
い
に
満
ち
た
田
園
文
化

都
市
―
住
ん
で
良
か
っ
た
！
水
の
郷　
嘉

島
―
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
現
実
的
に

実
現
可
能
な
も
の
や
目
標
と
す
る
も
の
に

加
え
、
将
来
、
夢
を
実
現
す
る
た
め
の
取

組
を
計
画
し
ま
し
た
。

　
「
新
た
な
幹
線
道
路
の
整
備
実
現
に
向

け
た
取
組
」
で
は
、
熊
本
都
市
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
検
討
会
で
示
さ
れ
た
九
州
縦
貫

自
動
車
道
と
熊
本
市
中
心
部
を
結
ぶ
幹
線

道
路
に
つ
い
て
、
九
州
の
横
軸
で
あ
る
九

州
中
央
自
動
車
道
の
既
に
開
通
し
て
い
る

嘉
島
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
山
都
中
島
西

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
区
間
に
加
え
、
矢
部

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）
ま
で
の
区

間
が
令
和
５
年
度
に
開
通
見
込
み
で
あ

り
、
将
来
的
に
は
宮
崎
県
延
岡
市
ま
で
延

伸
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、嘉
島
ジ
ャ

ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
熊
本
市
中
心
部
を
結
ぶ

こ
と
で
、
熊
本
都
市
圏
さ
ら
に
は
九
州
全

体
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
の
観
点
か

ら
も
、
大
き
な
期
待
が
出
来
ま
す
。

　
ま
た
、
本
町
に
お
い
て
も
道
路
交
通
の

課
題
解
消
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
寄
与

し
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
幹
線
道
路
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
県

や
九
州
レ
ベ
ル
な
ど
広
域
的
な
議
論
が
必

要
で
あ
り
、
多
く
の
検
討
課
題
も
あ
り
ま

す
が
、
将
来
の
町
発
展
の
礎
と
し
て
、
九

州
縦
貫
自
動
車
道
の
嘉
島
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ

ン
と
熊
本
市
中
心
部
を
結
ぶ
新
た
な
幹
線

道
路
の
計
画
を
策
定
さ
れ
る
よ
う
、
関
係

機
関
に
対
し
て
強
力
に
要
請
し
て
ま
い
り

ま
す
。
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▪
嘉
島
西
小
学
校
体
育
館
の
雨
漏
り

　
対
策
は

▪
住
宅
等
の
耐
震
化
の
進
捗
状
況
は

▪
総
合
運
動
公
園
芝
生
広
場
に
お
け
る

　
熱
中
症
対
策
は

鍋田　　平 議員

問 

嘉
島
西
小
学
校
体
育
館
の
雨
漏
り

対
策
に
つ
い
て
、
以
前
、
一
般
質

問
を
行
い
応
急
的
な
修
理
が
出
来
る
も
の

に
つ
い
て
は
早
急
に
対
応
し
、
専
門
業
者

の
確
保
が
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
時
間
を

要
す
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
出
来

る
だ
け
早
く
対
処
で
き
る
よ
う
取
組
ん
で

い
く
と
回
答
を
得
た
が
、
現
在
も
雨
漏
り

を
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

体
育
館
は
指
定
緊
急
避
難
場
所
に
も

な
っ
て
お
り
、
早
急
に
雨
漏
り
対
策
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

　
嘉
島
西
小
学
校
体
育
館
に
お
い
て
は
、

雨
漏
り
が
発
生
す
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
定
例
会
に
、
西
小
体
育
館
の
屋

根
改
修
工
事
費
関
連
予
算
と
し
て
、
５
１

６
４
万
3
千
円
の
予
算
を
計
上
し
、
ご
承

認
頂
き
次
第
、
出
来
る
だ
け
早
急
に
着

手
、
完
了
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問 

熊
本
地
震
に
お
い
て
、
多
く
の
木

造
住
宅
が
倒
壊
す
る
な
ど
の
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
・
ブ
ロ

ッ
ク
塀
等
の
撤
去
費
用
等
の
一
部
を
補
助

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
、
布
田
川
・

日
奈
久
断
層
帯
に
よ
る
被
害
を
想
定
し
て

対
策
を
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

住
宅
等
の
耐
震
化
の
進
捗
状
況
は
。

答
（
建
設
課
長
）

　
現
在
、
地
震
を
想
定
し
た
人
的
及
び
物

的
被
害
を
軽
減
す
る
取
り
組
み
は

１ 

住
宅
等
の
耐
震
化
促
進

２ 

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
に
要
す
る
費
用　

　

 

の
一
部
補
助

３ 

公
共
構
造
物
の
耐
震
化

　

の
３
項
目
が
該
当
し
ま
す
。
住
宅
等

の
耐
震
化
促
進
に
つ
い
て
は
、
ソ
フ
ト

面
の
耐
震
診
断
補
助
と
ハ
ー
ド
面
の
耐

震
改
修
等
補
助
の
２
本
柱
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ソ
フ
ト
面
の
耐
震
診
断
補
助
と
は
、
現

在
、
お
住
ま
い
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

戸
建
て
木
造
住
宅
で
、
か
つ
建
築
基
準
法

に
よ
る
耐
震
基
準
が
見
直
さ
れ
た
昭
和
56

年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
も
の
な

ど
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
対
象
物
件
は
こ

の
補
助
を
活
用
し
て
倒
壊
の
危
険
性
の
度

合
い
な
ど
を
診
断
し
ま
す
。
令
和
３
年
度

の
募
集
戸
数
は
10
戸
程
度
と
し
て
お
り
、

個
人
が
要
す
る
費
用
負
担
は
１
戸
に
つ
き

５
５
０
０
円
で
す
。
な
お
、
昨
年
度
ま
で
の

実
績
と
し
ま
し
て
は
、
８
件
、
総
額
６
８
万

８
千
円
の
補
助
金
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ハ
ー
ド
面
の
耐
震
改
修
等
補
助
と
は
、

耐
震
診
断
の
結
果
、
倒
壊
の
危
険
性
が
あ

る
と
判
断
さ
れ
た
家
屋
が
対
象
と
な
り
、

そ
れ
ら
の
耐
震
改
修
設
計
、
耐
震
改
修
工

事
及
び
建
替
え
工
事
な
ど
に
補
助
を
行
い

ま
す
。
な
お
、
耐
震
改
修
設
計
の
補
助
額

上
限
は
20
万
円
。
耐
震
改
修
工
事
の
補
助

額
上
限
は
80
万
円
。
建
替
え
工
事
の
補
助

額
上
限
は
60
万
円
で
、
各
々
２
か
ら
３
戸

程
度
の
募
集
枠
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
昨

年
度
ま
で
の
実
績
総
数
は
、
23
件
、
総
額

１
０
３
３
万
円
の
補
助
金
交
付
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
に
関
し

て
は
、
倒
壊
に
よ
る
人
身
事
故
防
止
及
び

避
難
経
路
の
確
保
を
目
的
と
し
て
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。
補
助
額
上
限
は
20

万
円
で
、
10
件
程
度
の
予
算
枠
を
確
保
し

て
い
ま
す
。
昨
年
度
ま
で
の
実
績
と
し
ま

し
て
は
、
９
件
、
総
額
１
５
３
７
万
７
千

円
の
補
助
金
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
国
、
県
及
び
町
か
ら
の
補

助
金
で
あ
り
、
申
請
件
数
や
額
の
上
限
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
要
件
が
定
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
詳
し
い
内
容
に
つ

き
ま
し
て
は
担
当
窓
口
の
建
設
課
へ
ご
確

認
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
公
共
構
造
物
の
耐
震
化
に
お
い
て
は
、

設
計
段
階
か
ら
地
震
に
よ
る
影
響
を
想
定

し
た
計
画
を
練
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

上
・
下
水
道
な
ど
の
地
下
埋
設
物
は
管
の

破
損
や
液
状
化
に
よ
る
脱
落
が
生
じ
な
い

様
に
資
材
や
工
法
を
精
査
し
て
対
策
を

図
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
国
、
県
な
ど
関

係
機
関
と
連
携
し
、
町
民
の
皆
様
に
広
く

周
知
を
行
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

問 

総
合
運
動
公
園
芝
生
広
場
に
は
、

大
型
遊
具
等
も
あ
り
町
内
外
か
ら

た
く
さ
ん
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
っ
て
い
ま

す
が
、
暑
い
日
の
芝
生
広
場
は
日
蔭
が
少

な
く
、
利
用
者
が
熱
中
症
に
な
ら
な
い
か

心
配
で
す
。

　
近
年
、
異
常
気
象
が
増
え
続
け
て
い
ま

す
。
熱
中
症
対
策
と
し
て
、
東
屋
等
を
設

置
し
て
は
ど
う
か
。

答
（
社
会
教
育
課
長
）

　
芝
生
広
場
は
、
無
料
施
設
と
し
て
開
放

し
町
内
外
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る

状
況
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
近
年
、
梅
雨
明
け
後

に
お
き
ま
し
て
は
、
猛
暑
日
が
続
い
て
お

り
ま
す
。

　
東
屋
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
１
基
設

置
を
し
て
お
り
、
大
型
遊
具
周
辺
に
は
パ
ー

ゴ
ラ
設
置
や
植
栽
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
東
屋
を
も
う
１
基
設
置
す
る
た
め
に
は

多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
も
あ
り
、
設

置
に
つ
き
ま
し
て
は
厳
し
い
状
況
で
す
。

　
町
と
し
ま
し
て
は
、
公
園
内
に
看
板
の

設
置
や
家
庭
用
テ
ン
ト
の
持
込
み
、
ま
た

申
請
や
ご
利
用
の
機
会
を
通
じ
て
、
十
分

な
水
分
補
給
と
熱
中
症
対
策
に
ご
協
力
い

た
だ
く
よ
う
、
注
意
喚
起
に
努
め
て
参
り

た
い
と
考
え
ま
す
。
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し
て
い
ま
す
が
、
熊
本
地
震
後
に
耐
震
対

策
等
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答� （
総
務
課
長
）

　　

現
在
の
役
場
庁
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
３
階
建
で
平
成
９
年
10
月
に
完

成
し
、
今
年
で
築
24
年
と
な
り
ま
す
が
、

昭
和
56
年
６
月
施
行
の
新
耐
震
基
準
（
建

築
基
準
法
）
を
満
た
し
て
い
ま
す
。

　
熊
本
地
震
時
に
は
、
大
き
な
被
害
も
な

く
、
優
れ
た
耐
震
性
を
有
し
て
い
る
こ
と

も
実
感
で
き
ま
し
た
。

　
地
震
後
、
耐
震
強
度
の
調
査
・
補
強
等

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
正
面
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
上
部
の
改
修
補
強
の
際
、
施
工
者

に
よ
る
点
検
等
は
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
、
庁
舎
の
長
寿
命
化
を
図
る
た

め
、
外
部
改
修
・
防
水
工
事
等
を
計
画
し

て
お
り
、
工
事
施
工
時
に
お
い
て
補
強
す

べ
き
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
併
せ
て
対
応
す

る
よ
う
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
非
常
用
電
源
の
稼
働
時
間
に
つ
い
て
は

自
家
発
電
機 

75‌

KVA
、
燃
料
タ
ン
ク
５
０
０

L
を
有
す
る
こ
と
で
24
時
間
の
連
続
運
転

が
可
能
で
あ
り
、
長
期
間
に
わ
た
る
場
合

で
あ
っ
て
も
、
燃
料
の
補
給
や
外
付
け
発

電
機
の
接
続
等
で
対
応
で
き
る
こ
と
か
ら

現
庁
舎
に
お
い
て
は
、
災
害
時
に
お
け
る

防
災
拠
点
と
し
て
十
分
に
機
能
継
続
が
で

き
る
と
考
え
ま
す
。

園田　義宣議員

問
地
震
と
違
い
、
前
も
っ
て
準
備
が

出
来
る
台
風
の
襲
来
や
洪
水
に
よ

る
堤
防
の
決
壊
・
土
砂
崩
れ
な
ど
、
最
悪

の
事
態
に
備
え
、
行
政
が
住
民
の
避
難
を

何
日
前
か
ら
求
め
る
か
を
時
系
列
で
示
す

「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
と
は
別
に
、「
い
つ
」

「
何
を
す
る
」
等
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
取

る
べ
き
行
動
を
ま
と
め
た
個
人
・
家
庭
版

の
「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
成
す

る
こ
と
で
、
各
自
が
避
難
に
必
要
な
情
報

や
判
断
行
動
を
把
握
し
、「
自
分
の
逃
げ

方
」
を
見
つ
け
る
こ
と
で
、
逃
げ
遅
れ
防

止
、
或
い
は
食
料
・
防
災
用
品
の
準
備
な

ど
、
事
前
に
な
す
べ
き
行
動
や
計
画
的
な

避
難
を
促
し
、
自
ら
の
命
を
守
る
意
識
を

高
め
て
も
ら
う
た
め
、「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
」の
作
成
を
推
進
す
る
計
画
は
な
い
か
。

答� （
総
務
課
長
）

　　
「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
は
、
大
雨
や

台
風
な
ど
の
自
然
災
害
に
備
え
て
、「
い

つ
」「
誰
が
」「
何
を
す
る
の
か
」
と
い
っ

た
避
難
行
動
を
時
系
列
に
沿
っ
て
、
ま
と

め
て
お
く
自
分
自
身
の
行
動
計
画
で
す
。

　

６
月
中
に
「
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
概
要

版
）」
及
び
「
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
シ
ー

ト
」
を
全
家
庭
に
配
布
し
、
い
ざ
と
い
う

時
あ
わ
て
な
い
た
め
「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
」
を
作
成
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
す
る
予
定
で
す
。

　
作
成
を
進
め
る
と
、
自
分
が
避
難
を
開

始
す
る
状
況
や
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
「
避

難
ス
イ
ッ
チ
」
が
は
っ
き
り
し
ま
す
。

「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
は
、
自
分
や

身
近
な
人
の
命
を
守
る
こ
と
に
繋
が
り
ま

す
。
ぜ
ひ
作
成
し
、
ご
活
用
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
作
成
し
た
「
マ
イ
・
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
」
を
活
用
し
て
自
主
防
災
組
織

の
避
難
訓
練
等
を
行
う
よ
う
な
こ
と
も
検

討
し
て
い
ま
す
。

問
政
府
の
地
震
調
査
委
員
会
が
ま
と

め
た
「
全
国
地
震
動
予
測
２
０
２

０
版
」
に
よ
る
と
、「
今
後
30
年
以
内
に
震

度
６
弱
以
上
」
の
地
震
が
起
こ
る
確
率

が
、
県
内
の
庁
舎
所
在
地
で
最
も
確
率
が

高
か
っ
た
の
は
、
嘉
島
町
で
37
・
６
％
で

し
た
。

　
熊
本
地
震
時
は
非
常
用
電
源
等
に
よ
り

電
算
シ
ス
テ
ム
等
も
平
常
通
り
稼
働
し
、

町
民
の
方
へ
の
支
障
は
な
か
っ
た
と
記
憶

森田　義雄 議員

▪�

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン「
事
前
防
災

　
行
動
計
画
」
の
作
成
推
進
は

▪
庁
舎
の
耐
震
対
策
等
は

議会報告

益城、嘉島、西原環境衛生施設組合 (鍋田組合議長・園田議員）

令和３年第１回臨時会（令和３年５月７日開催）

組合議長に鍋田 平 氏（嘉島町議会議員）が就任されました。

議会報告

上益城消防組合 (境野議員・川野議員）

令和３年第１回臨時会（令和３年６月１日開催）

３議案が提案され、原案のとおり可決しました。
・財産の取得（高規格緊急自動車）について
・財産の取得（消防ポンプ自動車CD-I型）について
・上益城消防組合職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について
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主な議会活動 （令和3年4月から令和3年6月まで）

月　日 項　　　　目 場  所  等

４月  ６日 広報特別委員会（第３８号編集会議） 議員控室

４月  ６日 加勢川改修促進期成会会計監査（議長） 正副議長室

４月20日 例月現金出納検査（春日議選監査委員） 監査委員室

５月  ７日 令和３年第１回益城、嘉島、西原環境
衛生施設組合議会臨時会（鍋田・園田） 組合会議室

５月14日 上益城郡町村議会議長会臨時会 益城町役場

５月16日 緑川水防演習（議長） 御船川河川敷

５月17日 例月現金出納検査（春日議選監査委員） 監査委員室

月　日 項　　　　目 場  所  等

５月24日 議会運営委員会 役場庁議室

６月  1日 令和３年第１回上益城消防組合議会臨時会
（境野・川野） 組合議場

６月  ２日
  ～  ４日

令和３年第２回嘉島町議会定例会
全員協議会

議場
議員控室

６月15日 広報特別委員会（第３９号編集会議） 議員控室

６月18日 例月現金出納検査（春日議選監査委員） 監査委員室

６月25日 松前重義記念館運営委員会（議長） 役場会議室

６月29日 広報特別委員会（第３９号編集会議） 議員控室

初優勝‼ 第57回全国社会人サッカー選手権大会熊本県予選　

みんなのフォトコーナー

みなさんからの写真を募集しています
議会事務局に写真を持参いただくか、メールの場合は、写真を添付し氏名、コメントを入力のうえ
gikai@town.kashima.kumamoto.jpまで送信してください。

　6 月13日（日）に行われた上記大会にて、嘉島サッカークラブが熊本県代表として、7 月31日（土）、
8 月１日（日）宮崎県で行われる九州大会に出場します。

戦績　決勝 VS イロンデル熊本［２―０］
※嘉島サッカークラブは、嘉島中学校OBを中心に50年を超える歴史を誇る地域クラブです。県内でもアマチュア
トップのチーム力で、近年は県リーグ１部で優勝を果たすなど、優秀な成績を残しています。

第39号嘉島町議会だより
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再生紙を使用しています。

　　

６
月
定
例
会
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
種

事
業
等
の
補
正
予
算
を
可

決
し
ま
し
た
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
高

齢
者
を
対
象
と
し
た
集
団

接
種
が
順
調
に
進
ん
で
お

り
、
秋
に
は
、
接
種
完
了

の
予
定
で
す
。

　

気
を
抜
か
ず
３
密
（
密

閉
、
密
集
、
密
接
）
を
引

続
き
お
願
い
し
ま
す
。　

　

皆
さ
ん
の
笑
顔
が
早
く

戻
っ
て
く
る
こ
と
を
七
夕

（
短
冊
）
に
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

暑
い
日
が
、
ま
だ
ま
だ

続
き
ま
す
が
、
熱
中
症
に

も
気
を
付
け
な
が
ら
乗
り

切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
境
野
）

※次の議会は、９月に開催予定です。
議会の傍聴は議会当日に手続きすれば、どなたでも傍聴できます。お問い合わせは、議会事務局まで。（237-1111）
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